
主な記事

■平成��年度真庭市決算報告
■お知らせワイド版
■市政トピックス 　
■真庭が好きっ　読者の広場
■ぐるっと真庭　まちの話題
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真 庭 市

お知らせします

検証／平成��年度

知っ て おい て ください
真庭市財政状況
　平成��年度の真庭市決算が��月議会で承認されました。

　自治体の財政破綻（倒産）。もしも、自治体が財政再建団体となれば、その影響は地

域だけでなく、生活そのものにも大きな影響を及ぼすことが、ニュースなどでも大き

く報道されています。市がどのような財政状況にあるかを知っておくことは、生活を

守ることにもつながるという教訓でもあります。平成��年度決算報告と併せて真庭市

の財政状況をお知らせします。

久世市街地付近



�� M A N IWA

金
が
出
入
り
す
る
財
布
で
す
。

②
特
別
会
計
（　

会
計
）

１５

　

こ
の
一
般
会
計
に
対
し
て
、
保
険
料

や
使
用
料
と
い
っ
た
特
別
の
収
入
が
あ

る
、
ま
た
一
般
会
計
か
ら
切
り
離
す
こ

と
で
、
経
理
上
そ
の
内
容
が
は
っ
き
り

す
る
た
め
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
特
別

会
計
で
す
。
真
庭
市
で
は
現
在　

の
特

��

別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

③
公
営
企
業
会
計

　

公
営
企
業
会
計
と
は
民
間
企
業
と
同

じ
よ
う
に
、
事
業
で
収
益
を
あ
げ
て
、

経
理
を
ま
か
な
う
会
計
で
す
。
真
庭
市

で
は
水
道
事
業
、
国
民
宿
舎
事
業
（
桃

李
荘
）、国
民
健
康
保
険
湯
原
温
泉
病
院

事
業
、
農
業
共
済
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
回
公
表
す
る
平
成　

年
��

度
決
算
は
、
平
成　

年
�
月
�
日
か
ら

��

平
成　

年
�
月　

日
ま
で
の
も
の
で

��

��

す
。
つ
ま
り
、
丸
々
�
年
そ
の
も
の
が

真
庭
市
で
あ
り
、平
成　

年
度
決
算
は
、

��

真
庭
市
と
い
う
大
き
な
家
の
屋
根
の
下

で
お
金
を
使
っ
た
結
果
の
家
計
簿
で

す
。
こ
れ
か
ら
先
、
真
庭
市
と
い
う
家

の
台
所
事
情
の
基
礎
資
料
に
な
る
の
が

平
成　

年
度
決
算
と
な
り
ま
す
。

��

①
一
般
会
計

　

一
般
会
計
は
、
市
を
運
営
す
る
上
で

中
核
的
な
経
費
を
計
上
し
て
い
る
会
計

で
す
。
例
を
挙
げ
る
と
、
道
路
や
橋
を

建
設
す
る
、
学
校
校
舎
を
作
る
、

ゴ
ミ
を
収
集
す
る
、
保
育
園

や
幼
稚
園
を
運
営
す
る

な
ど
、
最
も
大
き
な
お

　

市
や
町
な
ど
の
決
算
は
、
�
月
�
日

か
ら
翌
年
の
�
月　

日
ま
で
と
い
う
年

��

度
が
基
本
で
す
が
、
真
庭
市
は
平
成　
��

年
�
月　

日
が
誕
生
日
で
す
。
こ
の
た

��

め
昨
年
、
平
成　

年
度
真
庭
市
の
決
算

��

と
し
て
公
表
し
た
内
容
は
、
実
質
的
に

は
平
成　

年
�
月　

日
ま
で
存
在
し
た

��

��

�
か
町
村
そ
れ
ぞ
れ
が
済
ま
せ
た
決

算
、
真
庭
広
域
連
合
の
決
算
、
一
部
事

務
組
合
の
決
算
、
そ
し
て
『
平
成　

年
��

�
月　

日
』
と
い
う
平
成　

年
度
最
後

��

��

の
日
、
こ
の
�
日
だ
け
の
真
庭
市
で
使

っ
た
お
金
を
加
え
て
整
理
し
た
も
の
で

し
た
。

�
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�
�
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■平成16年度は、旧�町村などの

決算を串にさしたお団子のよう

な方法をとって報告しました。

�個�個のお団子は、すでに決

算してあるもの。それを真庭市

として報告しました。

家
計
簿
を
開
く
前
に

少
し
だ
け
解
説
し
て
お
き
ま
す

真庭市の会計

��
���

�一般会計
�特別

会計

�公営
企業

　会計



　

市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
市
税

な
ど
、
真
庭
市
が
独
自
に
確
保
で
き
る
収
入

を
自
主
財
源
と
呼
び
ま
す
。こ
れ
に
対
し
て
、

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
や
借
入
金
を

依
存
財
源
と
呼
び
ま
す
。
平
成　

年
度
歳
入

��

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
は
平
成　

年

��

��

度
に
比
べ
、
真
庭
市
と
し
て
動
い
た
結
果
が

現
れ
、
会
計
の
規
模
が
数
字
の
上
で
大
き
く

圧
縮
さ
れ
ま
し
た
（
平
成　

年
度
歳
出
決
算

��

額
は
、
�
�
�
億
�
、
�
�
�
万
�
、
�
�

�
円
）。
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平
成　

年
度
に
真
庭
市
の
一
般
会
計
に
入

��

っ
て
き
た
お
金
（
歳
入
）
か
ら
使
っ
た
お
金

（
歳
出
）を
差
し
引
い
た
結
果
は
、　

億
�
、
�

��

�
�
万
�
、
�
�
�
円
と
な
り
ま
す
。
差
し

引
き
残
額
の
う
ち
に
は
、
真
庭
市
が
平
成　
��

年
度
（
※
平
成　

年
�
月
�
日
〜
平
成　

年

��

��

�
月　

日
ま
で
）、つ
ま
り
現
在
の
年
度
へ
事

��

業
を
繰
り
越
し
て
使
う
た
め
の
お
金
、
�
億

�
、
�
�
�
万
�
千
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
差
し
引
い
た
額
が
、
平
成　

年
度
一

��

般
会
計
決
算
の
実
質
的
収
支
と
な
り
ま
す
。

結
果
は　

億
�
、
�
�
�
万
�
、
�
�
�
円

��

の
「
黒
字
」
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

一 般 
会 
計

�
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��億�����万�����円市民税（個人＋法人）

市
税
の
う
ち
わ
け

��億�����万�����円固定資産税
（国有資産含む）

�億�����万�����円軽自動車税

�億�����万�����円市町村たばこ税

��万�����円鉱産税

���万�����円特別土地保有税

�����万�����円入湯税

��億�����万�����円合計

※市税は、市民の皆さんに直接、真庭市に収めていただいた
　税金です。 真庭市の歳入全体では����％です。

■平成17年度一般会計決算でみる
　自主財源と依存財源の割合

歳入決算額　���億�,���万�,���円
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で
は
、
依
存
財
源
の
歳
入
全
体
に
占
め
る
割

合
が　

％
を
超
え
て
い
ま
す
。
本
来
、
地
方

��

公
共
団
体
で
は
こ
の
依
存
財
源
に
頼
る
こ
と

が
少
な
い
ほ
ど
財
政
の
健
全
性
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成　

年
度
は
「
市
」
に
な
っ

��

た
こ
と
で
岡
山
県
が
事
務
を
担
当
し
て
い
た

生
活
保
護
事
業
と
、
合
併
措
置
と
し
て
配
分

さ
れ
た
お
金
が
、
依
存
財
源
の
う
ち
の
地
方

交
付
税
に
大
き
く
反
映
さ
れ
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、国
や
県
へ
の
依
存
率
が　

・
�
％
と

��

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
公
表
し
た
決
算
で
は
、
歳
出
の
上
位

は
国
体
開
催
費
な
ど
を
含
ん
で
い
た
総
務

費
、
次
に
借
入
金
の
返
済
で
あ
る
公
債
費
、

そ
し
て
民
生
費
の
順
で
し
た
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
歳
出
決
算
で
は
、

��

大
き
い
割
合
を
占
め
る
順
序
の
上
位
が
、
民

生
費
、
公
債
費
、
教
育
費
と
な
り
ま
し
た
。

民
生
費
は
、
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
、
児
童

手
当
な
ど
が
含
ま
れ
る
費
用
で
す
。
こ
の
民

生
費
に
歳
入
で
述
べ
た
国
か
ら
生
活
保
護
に

関
す
る
事
業
費
用
が
入
っ
た
結
果
、
民
生
費

が
伸
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、教
育
費
が
伸
び
た
主
な
理
由
に
は
、

岡
山
国
体
開
催
費
の
ほ
か
、
教
育
関
連
施
設

の
建
設
が
続
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

平
成　

年
度
は
、
中
和
小
学
校
、
美
甘
小
学

��

校
、
樫
邑
小
学
校
、
北
房
中
学
校
、
水
夢

（
温
水
プ
ー
ル
）施
設
な
ど
の
費
用
が
教
育
費

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
で
、
市
民
�

��

人
に
換
算
す
る
と
、
ど
の
く
ら
い
の
お
金
が

使
わ
れ
た
か
、
ま
た
ど
う
い
っ
た
目
的
で
ど

の
く
ら
い
使
わ
れ
た
か
は
、
左
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

�
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�
�
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特 
別 
会 
計

　

高
齢
化
率
の
高
い
真
庭
市
で
は
、
国
民
健
康

保
険
事
業
や
老
人
保
健
事
業
、
介
護
保
険
事
業

で
特
に
大
き
な
お
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
基
盤
と
し
て
整
備
が
進
ん
で
い

る
下
水
道
事
業
も
大
き
な
会
計
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

り
す
る
た
め
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。　

年
度
特

��

別
会
計
の
決
算
額
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。

　

合
併
時
に
�
町
村
が
持
ち
寄
っ
た
特
別
会
計

は　

会
計
あ
り
ま
し
た
が
、　

の
会
計
に
整
理

��

��

し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
保
険
料
や
使
用
料
と
い
っ
た

特
別
の
収
入
が
あ
る
、
ま
た
一
般
会
計
か
ら
切

り
離
す
こ
と
で
、
経
理
上
そ
の
内
容
が
は
っ
き

�

�
�
�
�
�
�
�
	

��
��

�
�
�
�
�
�
	

��

●温泉事業
歳入額 �億�����万�����円
歳出額 �億�����万�����円

差引額 �����万�����円

●分譲宅地事業
歳入額 �����万�����円
歳出額 �����万�����円

差引額 ���万�����円

●浄化槽事業
歳入額 �����万�����円
歳出額 �����万�����円

差引額 ���万�����円

●介護保険事業
歳入額 ��億�����万�����円
歳出額 ��億�����万�����円

差引額 �億�����万�����円

●牧場事業
歳入額 �����万�����円
歳出額 �����万�����円

差引額 ���万�����円

●交通災害共済事業
歳入額 ���万�����円
歳出額 ���万�����円

差引額 ���万�����円

●津黒高原観光事業
歳入額 �億�����万�����円
歳出額 �億�����万�����円

差引額 ��万�����円

●農業集落排水事業
歳入額 �億�����万�����円
歳出額 �億�����万�����円

差引額 �����万�����円

●介護保険事業（介護サービス勘定）
歳入額 �����万�����円
歳出額 �����万�����円

差引額 �円

●国民健康保険事業
歳入額 ��億�����万�����円
歳出額 ��億�����万�����円

差引額 �億�����万�����円
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公
営
企
業
会 
計

　

公
営
企
業
と
は
、
地
方
公
共
団
体
が
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
経
営
し
、

独
自
の
事
業
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る

「
企
業
」
の
こ
と
で
す
。
真
庭
市
�
つ
の
公
営
企
業
＝
水
道
事
業
、
国
民
宿
舎
事

業
（
桃
李
荘
）、
国
民
健
康
保
険
湯
原
温
泉
病
院
事
業
、
農
業
共
済
事
業
の
平
成

　

年
度
会
計
決
算
は
、
上
記
の
と
お
り
で
す
。

��

●クリエイト菅谷事業
歳入額 �����万�����円
歳出額 �����万�����円

差引額 �����万�����円

●下水道事業
歳入額 ��億�����万�����円
歳出額 ��億�����万�����円

差引額 �����万�����円

●簡易水道事業
歳入額 ��億�����万�����円
歳出額 ��億�����万�����円

差引額 �����万�����円

●老人保健事業
歳入額 ��億�����万�����円
歳出額 ��億�����万�����円

差引額 �億�����万�����円

●高齢者住宅整備資金貸付事業
歳入額 ���万�����円
歳出額 ���万�����円

差引額 ���万�����円

収益的収支（水道料などでの収支）

�億�����万�����円水道事業収益

�億�����万�����円水道事業費用

�����万�����円差引額

資本的収支（施設建設などでの収支）

�億�����万�����円資本的収入

�億�����万�����円資本的支出

▲�億�����万�����円差引額

■水道事業会計（落合・久世・勝山上水道事業）

収益的収支（経常収支）

�億�����万�����円事業収益

�億�����万�����円事業費用

▲�����万�����円差引額

資本的収支（施設建設などでの収支）

�円資本的収入

���万�����円資本的支出

▲���万�����円差引額

■国民宿舎事業会計（桃李荘会計）

収益的収支（経常収支）

��億�����万�����円病院事業収益

��億�����万�����円病院事業費用

▲�億�����万�����円差引額

資本的収支（施設建設などでの収支）

�����万�����円資本的収入

�億�����万�����円資本的支出

▲�����万�����円差引額

■国民健康保険湯原温泉病院事業会計

収益的収支（共済事業）

�億�����万�����円共済事業収益

�億�����万�����円共済事業費用

���万�����円差引額

資本的収支

�円資本的収入

�円資本的支出

�円差引額

■農業共済事業
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健 
全 
財 
政

を
目
指
す
指
標

指標で示す

真庭市の財政状況
　家庭の家計と違い、あまりに大きな額のお金。

　このため、国や県などで自治体の財政力を比較

や検討する上で利用している指標で、真庭市の平

成17年度決算内容をご紹介します。これらの指標

は、今後、毎年公表する決算で財政を比較する上

でも、参考となるものです。

　家庭に例えると、食費や光熱水費、

子どもの教育費など、どうしても支払

うことが必要なお金が収入全体でど

のくらいの率になっているかを示し

たもの。この数字が高いほど余裕の

ない家計といえます。真庭市は全国

平均を越す��％となっています。

財政構造の弾力性

経常収支比率【����】
　財政の弾力性（ゆとり）を示
すもので、この比率が大きいほ
ど硬直化した財政といえる。

　家庭に例えると「�」に近づくほ

ど、裕福な家計内容。「�」を超える

と独自の収入が十分あり特別な手当

て（国からの地方交付税）は必要な

い団体となります。真庭市は、昨年

度より�����ポイント向上して改善

されたものの岡山県平均以下です。

財政力

財政力指数【�����】
　地方公共団体の財政上の能力
を示すもので、数値が「�」に
近いほど体力がある。

　家庭に例えると、住宅ローンなどの

返済に充てている額が、収入のうちど

の程度になるかを出した比率。割合が

高いほどローンが家計を圧迫し、いざ

というときや、そのほかの目的にお金

を使用することができにくくなるとい

うもの。真庭市は岡山県平均を超えて

借金が多い自治体となっています。

公債費比率

公債費比率【19.2】
　公債費と一時借り入れ金の元
利償還金が占める割合。高いほ
ど財政が硬直化している。
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公
表
し
ま
し
た
。

　

真
庭
市
に
は
大
手
企
業
が
少
な
く
、
こ
れ

以
上
の
自
主
財
源
の
増
額
は
望
め
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
真
庭
市
の
課
題
は
少
な
い
財
源

で
ど
の
よ
う
に
運
営
す
る
か
、「
適
切
に
事
業

を
行
い
無
駄
遣
い
を
行
な
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
決
算
で
は
、
市
税
、
そ
の
ほ

��

か
の
未
納
金
が
多
額
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し

ま
し
た
。
公
平
な
負
担
は
大
原
則
で
す
。
ま
た
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
必
要
な
財
政
調
整
基
金

の
額
も
十
分
で
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

現
在
事
業
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
平
成

　

年
度
の
決
算
で
は
、
さ
ら
に
整
理
と
見
直

��し
の
努
力
が
行
わ
れ
た
結
果
、
指
標
に
つ
い

て
も
さ
ら
に
好
転
し
て
い
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
　
 

監
査
委
員
で
は
、
毎
月
、伝
票
を
確
認

　
　
　
 し
つ
つ
監
査
す
る
例
月
出
納
検
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
真
庭
市
決
算
は
、

��

そ
の
結
果
で
あ
り
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
決
算
は
、
真
庭
市
が
誕
生
し

��

て
�
年
が
経
過
し
て
か
ら
行
わ
れ
た
、
い
わ

ば
真
庭
市
最
初
の
決
算
と
い
う
べ
き
も
の
で

す
。
昨
年
度
公
表
し
た
決
算
は
、
�
カ
町
村

な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
行
っ
た
決
算

を
持
ち
寄
り
、
平
成　

年
�
月　

日
で
打
ち

��

��

切
っ
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
統
一
し

た
見
解
と
考
え
に
基
づ
い
た
平
成　

年
度
真

��

庭
市
決
算
と
平
成　

年
度
決
算
と
の
比
較
と

��

検
証
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
財
政
力
指
数
な
ど
の
指
標
は
真

庭
市
最
初
と
い
う
べ
き
決
算
の
指
標
と
し
て

���
�������訊 く

き

真庭市
代表監査委員

�����さん

　家庭に例えると、ローンの返済額

に加えて、実質は定期的に返済して

いると思われる借金の合計額が家計

で占める割合を算出したもの。比率

が��％以上になると、地方債の発行

（市が事業のために借り入れるお金）

が許可制となり、��％以上になると、

借り入れに制限がかかってきます。

借入の制限

実質公債費比率【����】
　公債費に加えて公債費に準じ
る経費を加味して、算出する比
率

�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

市
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平 成��年度

���

���������	
������������	
公有財産

�����������	�
平方㍍土　　　　　　地

���������平方㍍木　造
建物

����������平方㍍非木造

����������平方㍍所有林
面　積

山林
����������平方㍍分収林

���������立方㍍所有林立木の
推　定
蓄積量 �������立方㍍分収林

�億�����万�����円有 価 証 券

��億�����万�����円出資による権利

�億�����万�����円出捐による権利

�����万�����円拠出金による権利

���万�����円寄託金による権利

��億�����万�����円財政調整基金
�億�����万�����円減債基金
�億�����万�����円土地開発基金

�����万�����円木材のまち勝山・ふれあいの
森事業推進基金

�億�����万�����円有線テレビ施設基金
�����万�����円湯原憩の家施設基金
�����万�����円西の明日香村整備基金

�����万�����円北房中学校校舎・屋内運動場
建築基金

�億�����万�����円国民体育大会運営基金
�億�����万�����円養護老人ホーム施設整備基金
�億�����万�����円し尿処理施設整備基金
�����万�����円消防施設整備基金

�億�����万�����円人材育成支援事業基金
�����万�����円高齢者等肉用牛導入事業基金
�����万�����円ごみ処理施設整備基金
�����万�����円火葬場施設整備基金
�億����������円振興基金
�億����������円庁舎建設基金
�億����������円情報化施設整備基金

�億�����万�����円国民健康保険事業基金
�億�����万�����円介護給付費準備基金
�����万�����円簡易水道減債基金
�����万�����円簡易水道設備整備基金
�����万�����円下水道償還基金
�����万�����円下水道施設整備基金
�����万�����円湯原温泉事業基金
�����万�����円交通災害共済基金

��億�����万�����円合計

基金

車両保有台数

�����

�億�����万�����円債　　　　　　券

市の債務（負債）状況  （一般会計＋負債保有特別会計）

��������	
��
�����������������
���������	
��
���	�

�������������������������

���億�����万�����円一般会計
���万�����円高齢者住宅整備資金貸付事業

特
別
会
計

��億�����万�����円簡易水道事業
�億�����万�����円浄化槽事業
��億�����万�����円農業集落排水事業
���億�����万�����円下水道事業

�円分譲宅地事業
�億�����万�����円津黒高原観光事業
��億�����万�����円水道企業会計

�����万�����円国民宿舎事業会計
��億�����万�����円国民健康保険湯原温泉病院事業会計
���億�����万�����円総合計

公有財産

となりまし た

��



お問い合わせは各担当部局へ
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
告
書
の
作
成
が
可
能

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
に
基
づ
き
収
入

金
額
な
ど
の
必
要
項
目
を
入
力
す
れ
ば
、
所
得

税
の
申
告
書
な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
作
成
し
た
申
告
書
な
ど
は
、
プ
リ
ン
タ
で

印
刷
し
て
、
そ
の
ま
ま
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
電
子
申
告
・
納
税
を

　

国
税
の
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
「
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
・
タ
ッ
ク
ス
）」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
あ
ら
か
じ
め
登
録
す
れ
ば
、
自
宅
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
申
告
や
申
請
、
納
税
が
で
き
、
税
務
署
な
ど

に
何
度
も
出
か
け
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
開
始
届
出
手
続
き
は
、オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
で
き
ま
す
の
で
、
本
人
確
認
書
類
の

提
出
は
不
要
で
す
）

  国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp/
   e -Tax ホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp/

※詳しくは�月にお配りした「平成��年度 住民税

申告相談日程表」をご覧ください。万一、紛失し

た場合は支局窓口に予備を置いています

真庭市税・公共料金の納付は安全・便利・確実な口座振替

をご利用ください。手数料などは一切必要ありません。

【申込方法】

　市内金融機関窓口または市役所本庁および各支局窓口に

備え付けてある口座振替依頼書に必要事項を記入のうえ、

金融機関に提出してください。

※手続きには、口座番号のわかるものと通帳印が必要です。

注:真庭市税は、税目ごとに口座振替の選択はできません。

������� 口座振替

�
��

��

�
�
��

�

��

��

���

���

確
定
申
告

市
民
生
活
部  
税
務
課（
久
世
庁
舎
内
）

℡
�
�
�
���

�
�
�
�
�

��

　

�
月　

日
�
か
ら
住
民
税
、
所
得
税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
。
真
庭
市
で
は
、
申
告
相

��

談
所
を
市
内
各
所
で
開
き
ま
す
。
申
告
期
限
が
近
づ
く
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
�
月
に
各

世
帯
へ
お
配
り
し
た
「
平
成　

年
度
住
民
税
申
告
相
談
日
程
表
」
を
ご
覧
に
な
り
、
指
定
日
に

��

必
要
な
書
類
な
ど
を
準
備
し
て
申
告
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。



表（改正のポイント）
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�
健
康
福
祉
部 

子
育
て
健
康
推
進
課

（
落
合
庁
舎
内
）

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

�����������������������

　

広
報
ま
に
わ
�
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と

お
り
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
平
成

　

年
�
月
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

��
　

今
年
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
様
は
こ
れ
が

最
後
の
麻
し
ん
・
風
し
ん
定
期
予
防
接
種
の
機

会
で
す
。
小
さ
な
お
子
様
を
お
持
ち
の
方
は
、

ご
確
認
の
う
え
、
接
種
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め

し
ま
す
。（
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

小
学
校
入
学
前
の
お
子
様
を

お
持
ち
の
保
護
者
の
方
へ

接種方法接種年齢

｢麻しん・風しん

混合ワクチン」

または、｢麻しん

単抗原ワクチ

ン｣   ｢風しん単

抗原ワクチン｣

を�回接種

�歳児
（��ヶ月～��ヶ月未満）

第
�
期

小学校入学前年度の�年間
（�月�日～�月��日）
（�歳以上�歳未満）

第
�
期

真庭人権擁護委員協議会  法務局真庭支局  ℡ ������������

　

真
庭
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
市

役
所
各
支
局
ご
と
に
「
人
権
に
関
す
る
心
配

ご
と
相
談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
人
権

に
関
す
る
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
な
ど
、
人

権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
が
何
で
も
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�月開催日�月開催日会場と相談時間

��、�����、���午前�時～正午勝山保健福祉センター

������午前�時～正午久世保健福祉会館

��、�����、���午前��時～午後�時落合中央公民館

 ������午前��時～午後�時市役所北房支局

��、�����、���午前��時～午後�時湯原保健福祉センター

お休み

��午後�時～午後�時市役所美甘支局

��午前�時～正午中和すずのこハウス

���午前��時～午後�時八束老人福祉センター

��午前��時～午前��時��分川上老人福祉センター

今
年
は
小
学
１
年
生
！
の
巻
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ご
み
袋
の
統
一
に
伴
い
、
旧
ご
み
袋
・
札

（
旧
町
村
の
も
の
）
か
ら
新
し
い
ご
み
袋
・
札

（
市
統
一
の
も
の
）へ
の
交
換
を
各
支
局
窓
口

で
受
付
し
て
い
ま
す
が
、
も
う
交
換
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。
交
換
期
限
の
平
成　

年
�

��

月　

日
を
過
ぎ
る
と
交
換
で
き
ま
せ
ん
の

��
で
、
早
め
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

旧ごみ袋 ･ 札の

交換 は 
��月 ����日 　 まで

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
��
�
��
�
��
�

真
庭
市
教
育
委
員
会  
学
校
教
育
課 
（
落
合
庁
舎
内
）　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

　

い
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
�
準
要
保
護
児
童

　

生
徒
就
学
援
助

※
�
�
の
区
分
で
、
児
童
生
徒
の
学
年
に
よ
り

受
給
で
き
る
援
助
費
項
目
、
金
額
は
異
な
り

ま
す
。

　

�
の
準
要
保
護
児
童
生
徒
就
学
援
助
制
度
を

利
用
で
き
る
の
は
、（
* 
）
認
定
基
準
に
該
当
す
る

方
で
、
世
帯
構
成
（
人
数
・
年
齢
）
や
所
得
状

況
、
証
明
書
類
な
ど
の
一
定
の
審
査
を
経
て
、

生
活
に
困
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
方
で
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
地
区
の
民
生
委
員
、
児
童

委
員
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
認

定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
児
童
生
徒
が
在
学
す

る
学
校
へ
援
助
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
* 
）
認
定
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停
止
、
ま
た

は
廃
止
を
受
け
た
方

②
市
民
税
非
課
税
、
ま
た
は
減
免
世
帯

③
国
民
年
金
の
掛
金
の
減
免
世
帯

④
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
、
ま
た
は
徴
収
猶

予
の
世
帯

⑤
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
（
児
童
手
当
と
は

別
の
も
の
で
す
）

⑥
失
業
対
策
事
業
適
格
者
手
帳
を
持
つ
方
、
ま

た
は
職
業
安
定
所
登
録
の
日
雇
労
働
者
の
方

⑦
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
学
級
費
な
ど
の
学
校
納
付
金

の
免
除
を
受
け
て
い
る
方
で
生
活
に
困
っ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
方

　

市
内
小
中
学
校
の
特
殊
学
級
に
在
籍
し
て
い

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
給
食
費
、
学

用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、
修
学

旅
行
費
、
新
入
学
学
用
品
費
、
な
ど
を
援
助
す

る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
保
護
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ

い
て
世
帯
構
成
（
人
数
・
年
齢
）
や
所
得
状
況

な
ど
を
審
査
し
、
認
定
区
分
を
決
定
し
ま
す
。

こ
の
区
分
や
学
年
に
よ
り
受
給
で
き
る
援
助
費

項
目
、
金
額
は
異
な
り
ま
す
。

　

受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
児
童
生
徒
が
在
学

す
る
学
校
へ
援
助
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
真
庭
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育

　

課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
就
学
援
助
制
度
と
は

●
特
殊
教
育
就
学
奨
励

　

制
度
と
は

　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難
な
市
内
小
中
学

校
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
給
食
費
、

学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、
修

学
旅
行
費
、
新
入
学
学
用
品
費
、
医
療
費
な
ど

を
援
助
す
る
制
度
で
す
。
制
度
に
は
次
の
�
つ

の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

�
生
活
保
護
世
帯
（
教
育
扶
助
受
給
世
帯
）
�

　

要
保
護
児
童
生
徒
就
学
援
助

�
生
活
保
護
世
帯
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て

市民生活部 環境課（久世庁舎内）
℡������������

■古いごみ袋はすでに使用できません

����
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�

産
業
部  
農
業
振
興
課（
久
世
庁
舎
内
）　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��
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「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
な
く
し
て
、
地
域
活
性
化
は
語
れ
な
い
」
と
い
わ
れ
る
今

日
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
取
り
組
む
地
域
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
地
域
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
に
は
、「
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」
と
「
そ
の
地
域
の
特
産
物

や
文
化
な
ど
を
生
か
し
た
商
品
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」
の
相
乗
効
果
が
重
要
な
テ
ー
マ

で
す
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
農
産
物
を
活
用
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
真
庭
市
の
地
域
活
性
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

�
日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時　

分
〜　

��

��

�
場
所　

久
世
公
民
館
大
ホ
ー
ル

�
入
場
料　

無
料
（
農
業
振
興
課
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
先
着
順

に
な
り
ま
す
。）

�
講
演　

「
真
庭
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
へ
の
新

た
な
視
点  
真
庭
の
農
産
物
を
ど
う
生
か
す
か
」

　

山
本
公
平
氏　

中
小
機
構
地
域
ブ
ラ
ン
ド
ア

ド
バ
イ
ザ
ー 
（
広
島
大
学
助
教
授
）

�
報
告　

中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て　

小
川
恭
宏
氏　

中
国
経
済
産

業
局
総
務
企
画
部
総
合
戦
略
企
画
担
当

�
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

 
「
真
庭
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
へ
の
提
言
」

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

　

・
丸
尾　

聰
氏　

㈱
日
本
総
合
研
究
所　

　

パ
ネ
リ
ス
ト

　

・
山
本
公
平
氏　

中
小
機
構
地
域
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

・
三
雲
浩
嗣
氏　

�
お
お
や
ま
夢
工
房

　

・
石
倉
健
一
氏　

蒜
山
酪
農
農
業
協
同
組
合

����������
������ 産業部  商工振興課バイオマス推進室 

（久世庁舎内）  ℡ ������������

��

�日時　�月��日（金）午前��時～

�場所　久世エスパスランド　入場無料

�事例発表　銘建工業㈱　ランデス㈱　三井造船㈱

�基調講演①「森から未来をみる」

　Ｃ.Ｗ.ニコル氏　Ｃ.Ｗ.ニコル・アファンの森財団理事長

�基調講演②「持続可能な地域発展とバイオマス利用」

　泊 みゆき氏　バイオマス産業社会ネットワーク理事長

�パネルディスカッション　

　「バイオマスを活用したゼロエミッション型産業と地域振興」

　コーディネーター

　・竹林征雄氏　国連大学ゼロエミッションフォーラム

　パネリスト

　・渋澤寿一氏　樹木環境ネットワーク協会

　・古林伸美氏　湯原町旅館協同組合理事長

　・長田正之氏　真庭バイオエネルギー㈱

　・末松広行氏　農林水産省大臣官房環境政策課長

　・井手紘一郎　真庭市長

ゼロエミッションとは…ある企業・産業から出る廃棄物を別の企業・産業

の原料として使うなどして廃棄物をゼロにすること。完全再利用。

　真庭市では、循環型社会の実現に向

けてバイオマスタウン構想を全国に

発信するとともに、構想を地域内でよ

く知っていただくためにフォーラム

を開催します。

Ｃ.Ｗ.ニコル氏



お問い合わせは各担当部局へ

ラス ト ワン マ イ ル事業

加入説明会日程
企画観光部  情報推進課（勝山庁舎内）  ℡ ������������

開催場所対象地区日

城内コミュニティハウス城内上
�／� 
�

勝山文化センター中町

本郷コミュニティハウス西町�

城内コミュニティハウス城内中
�
�

勝山文化センター下町

原方コミュニティハウス原方�・�・�組

城内コミュニティハウス城内下
�
�

顆山亭山本町

西町�組集会所西町�

西町�組集会所西町�
�
�

江川分館中江川

勝山文化センター下本郷

勝山文化センター中川町
�
�

旦良樹宅上町

西町コミュニティハウス西町�

勝山文化センター旦東�
� 下江川集会所下江川

新建新町コミュニティハウス新建�・�班
��
�

本郷コミュニティハウス本郷団地

谷山集会所谷山

新建新町コミュニティハウス新建�・�班

��
�

勝山文化センター旦西

市役所本庁舎
中須マンション・
城山マンション

江川分館
縄手�・�班・
警察官舎��

� 三田神社社務所下三田

勝山文化センター新建�班・南新町

本郷コミュニティハウス宮の前
��
�

上三田集会所上三田

西町�組集会所西町�

勝山文化センター新町�・�・�組

��
�

市役所本庁舎
サンライズ・原方
南団地

江川分館縄手�・�班

江川分館高応���

勝山文化センター新町�・�・�組���

勝山文化センター勝山全域���

　�月は、勝山地区を対象に説明会を開催します。

テレビ、電話、インターネットといった現在の生

活に大きく関わる事業です。下記の日程の説明会

に、お越しいただきますようお願いします。

開催時間は特別に記しているもの以外は��：��～です。

�� MANIWA

　

「
一
般
競
争
入
札
」に
よ
る
市
有
財
産
の
売
払

い
は
、
購
入
希
望
者
に
入
札
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
予
定
価
格
以
上
で
最
も
高
い
価
格
を
つ

け
た
方
を
購
入
者
に
決
定
す
る
方
法
で
す
。

　

売
却
物
件
の
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市

有
財
産
売
却
応
募
要
領
を
ご
確
認
の
上
、
要
領

に
添
付
し
て
あ
る
申
込
書
を
申
込
期
限
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
有
財
産
売
却
応
募
要
領
（
管
財
課
も
し
く

　

は
湯
原
支
局
総
務
振
興
課
で
配
布
）
を
、
併

　

せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
に
当
た
っ
て
は
、
必
ず
現
地
を
確

　

認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
一
般
競
争
入
札
申
し
込
み

　

受
付
期
間
…
平
成　

年
�
月
�
日（
木
）か
ら

��

　
　
　
　
　
　

�
月　

日（
水
）ま
で

��

　

（
※
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祭
日
を
除
く
）

　

受
付
場
所
：
真
庭
市
総
務
部
管
財
課

②
現
地
説
明
会
（
任
意
）

　

希
望
者
に
対
し
随
時
行
い
ま
す
が
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。
希
望
者
は
、
事
前
に
湯
原

支
局
総
務
振
興
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③
入
札

　

入
札
会
場
：
市
役
所
本
庁
舎
�
階
委
員
会
室

　

入
札
日
時
：
平
成　

年
�
月　

日（
水
）

��

��

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
��

④
問
い
合
わ
せ
先

�
申
し
込
み
、入
札
方
法
･
契
約
に
関
す
る
こ
と

　

総
務
部
管
財
課 

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
物
件
に
関
す
る
こ
と

　

湯
原
支
局
総
務
振
興
課

 

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�　湯原憩の家物件番号

真庭市豊栄����番�、����番�、
����番�、����番�

所　　在

土地
宅地地　　目

���������（実測）地　　籍

真庭市豊栄����番�住居表示

建物
鉄筋コンクリート造�階建構　　造

保養所種　　類

���������（公簿）延床面積

土地、建物に付属する工作物、樹木等、定着物一式工　　作　　物

����������円（消費税相当額含む）予　定　価　格

湯原憩の家

市有財産売却の
お知らせ （一般競争入札）
総務部  管財課（勝山庁舎内）  ℡ ������������



MANIWA ��

  
�
月　

日
、「
真
庭
市
健
康
づ
く
り
大
会
」
が
勝

��

山
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
各
地
区

で
行
わ
れ
て
い
る
健
康
づ
く
り
活
動
参
加
者
な
ど

約
�
�
�
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

 
「
健
康
日
本　

」
に
始
ま
っ
た
全
国
的
な
生
活
習

��

慣
病
予
防
の
取
り
組
み
は
、
最
近
で
は
「
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」と
い
う
言
葉
で
、
内
臓
脂

肪
の
必
要
以
上
の
増
加
を
防
ご
う
と
す
る
取
り
組

み
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

「
ま
に
わ
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
物
語
」と
題
し
て
開

か
れ
た
大
会
で
は
、今
年　

月
か
ら
約
�
カ
月
間
、

��

各
支
局
単
位
で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
た
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
」
と
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
」
の
結
果
を
発
表
。
続
い
て
、
岡
山
県
南
部

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
西
河
英
隆
さ
ん
が
、「
若

さ
を
生
み
出
す
楽
し
い
運
動
の
ス
ス
メ
」
と
題
し

て
、
生
活
習
慣
病
増
加
の
原
因
や
男
女
で
平
均
寿

命
が
異
な
る
一
因
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が

ら
巧
み
な
話
術
で
講
演
し
ま
し
た
。
講
演
中
の
会

場
で
は
、
そ
の
場
で
参
加
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
の

実
技
教
室
も
実
施
。
参
加
者
は
隣
席
に
な
っ
た
参

加
者
同
士
で
楽
し
く
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
挑
戦

し
て
い
ま
し
た
。

会場の出席者から笑顔がこぼれた
筋力トレーニング

　

�
月　

日
、「
真
庭
い
き
い
き
農
林
業
者
の
つ
ど

��

い
」
が
久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
か
れ

ま
し
た
。
集
い
は
、
真
庭
市
や
真
庭
農
業
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
林
業
関
連
の　

団
体
で
構

��

成
す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
約
�
�
�
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

集
い
で
は
、
各
団
体
代
表
者
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

市
内
�
人
の
新
規
就
農
者
を
紹
介
し
激
励
。続
い
て
、

農
家
自
ら
が
立
ち
上
げ
た
小
さ
な
直
産
販
売
所
が
大

き
く
成
長
。
地
域
農
業
に
大
き
な
活
性
化
を
も
た
ら

し
て
い
る
事
例
を
、
徳
島
県
石
井
町
の
「 
百  
姓  
一 
」

ひ
ゃ
く 
し
ょ
う 

い
ち

の
中
野 
統  
夫 
代
表
が
基
調
講
演
と
し
て
行
い
ま
し

つ
ね 

お

た
。
ま
た
、
地
域
内
か
ら
は
落
合
農
業
後
継
者
ク
ラ

ブ
の
妹
尾
活
明
さ
ん
、
農
事
組
合
法
人
「 
清  
藤 
」
の

き
よ 

と
う

平
泉
繁
さ
ん
、真
庭
森
林
・
林
業
研
究
会
の
瀧
本 
盈 

み
つ
る

さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
進
事
例
な
ど
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
か
ら
、
林
業
を
加
え
て
開
催
し
た
「
い
き

い
き
農
林
業
者
の
集
い
、
貴
重
な
情
報
交
換
と
交
流

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ロビーでは市内各地の特産品が並び、
情報交換の場となっていました

今年度、市内で就農した� 名の皆さんを激励

��������	
��

まにわ
ウェ スト サ イ ズ物語

めざ せ！ 元気な
真 庭 の 農 林 業
�����������	
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市政に関する動きの一部を紹介します
�
�����き

�� MANIWA

「まにわっこ検定」で楽しむ
　�月��日、市地域づく

り人材講座の一環とし

て、「まにわっこフェス

タ」を落合公民館で開催。

市地域づくり講座講座生

が作ったクイズ、「まにわ

っこ検定」などで子ども

たちが楽しみました。

農林水産省副大臣が真庭市を視察
　��月��日、農林水産省

副大臣、国井正幸（くに

いまさゆき）氏が、市内

バイオマス関連施設など

を視察。井手市長らがバ

イオマスタウンまにわの

取り組み状況などを、説

明しました。

　
　

真
庭
市
教
育
委
員
会
が
、
昨
年　

月
か
ら

��

行
っ
て
い
た
醍
醐
桜
の
治
療
と
修
復
が
完
了
し

ま
し
た
。
醍
醐
桜
は
平
成
�
年
に
一
度
治
療
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、
樹
齢
千
年
と
い
わ
れ
る

こ
と
を
思
わ
せ
な
い
ほ
ど
以
降
も
旺
盛
に
生
育

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
県
内
に
大
き
な
傷
跡
を

残
し
た
台
風　

号
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
し

��

た
。
こ
の
た
め
従
前
の
修
復
カ
所
に
は
亀
裂
が

入
り
、
ま
た
大
枝
も
折
れ
る
な
ど
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
市
教
育
委
員
会
が
樹
木
医
に
依
頼
し

治
療
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
治
療
と
修
復
は
、
総
事
業
費
が
約
�
�

�
万
円
。そ
の
う
ち
、
�
�
�
万
円
に
つ
い
は
、
�

福
武
文
化
振
興
財
団
の
文
化
財
保
全
助
成
事
業

の
補
助
と
、財
団
の
協
力
を
得
て
行
い
ま
し
た
。

■治療を終えた醍醐桜は、今
年の春、きっとすばらしい
花を咲かせてくれること
でしょう

　�月��日に開催された国の文化審議会
で、「郷原漆器の製作用具」が登録有形
民俗文化財として文部科学大臣に答申さ
れ、登録されることになりました。
　登録された「郷原漆器の製作用具」は、
真庭市が川上歴史民俗資料館（蒜山上福
田）に所蔵している���点。下ごしらえ
を行うソクシダイ、シタジロクロ、漆を
混ぜ合わせるのに使用したクロメバチと
シュネリダイ、下塗りや上塗りなどの各
工程で使用されたヘラ、トギダイ、ヌリ
ダイなど、近代まで使用された制作用具
一式が揃っていることから、日本の地方
で実用品として利用されていた漆器製作
の工程と実態を示す貴重な資料として認
めらたものです。
　登録有形民俗文化財制度は、平成��年
�月から登録が始まったもので、日本で
は、これまでで�件を登録。「郷原漆器
製作用具」は、他の�件とともに今回登
録となり、岡山県内では第�号となりま
した。
　今回登録された製作用具に加え、郷原漆
器は平成��年に岡山県重要無形民俗文化
財に指定されています。市教育委員会では
今回登録された製作用具を市民の皆さん
に、近く見ていただく機会を作る予定です。

��������	
	��

 日 本 の
登録有形民俗文化財へ



　

場
駐
車
場
に
集
合

申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

②
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ツ
ア
ー

日
時
・
場
所　

�
月
�
日
�　

午
前

　

�
時　

分
ま
で
に
蒜
山
ベ
ア
バ
レ

��

　

ー
ス
キ
ー
場
駐
車
場
に
集
合

申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

※
①
、②
と
も
定
員
は
先
着
各　

名
。

��

　

参
加
費
は
�
、
�
�
�
円
。
ス
ノ

　

ー
シ
ュ
ー
、
ス
キ
ー
の
レ
ン
タ
ル

　

は
別
途
�
、�
�
�
円
必
要
。詳
し

　

く
は
、
事
務
局
（
蒜
山
振
興
局
総

　

務
振
興
課
内
）
℡
�
�
�
�
（　

）
��

　

後
�
時

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
申
し
込

　

み
人
数
（
�
名
ま
で
）、
代
表
者
の

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、

　

希
望
す
る
時
間
を
明
記

受
付
締
切　

�
月　

日
�
（
必
着
）

��

申
し
込
み
先　

同
観
測
所　

〒
�
�

　

�
―
�
�
�
�　

浅
口
市
鴨
方
町

　

本
庄
�
�
�
�
―
�

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�　

��

　

竹
や
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
て
そ

り
を
作
り
、
そ
り
滑
り
が
体
験
で
き

ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

場
所　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
（
美
甘
）

参
加
費  
一
般
�
、�
�
�
円  
小
学

　

生
以
下
�
、�
�
�
円（
食
事
付
）

定
員　

先
着　

名
��

申
込
期
限　

�
月
�
日
�　

申
し
込
み
先　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
で
は
、
独
自
の
優
れ
た
技

術
を
持
つ
企
業
を
育
成
す
る
た
め

「
真
庭
市
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
育
成

支
援
事
業
」
の
補
助
金
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

市
内
の
中
小
企
業
者
が
、
新
し
く

地
域
産
業
創
造
の
た
め
の
研
究
開
発

事
業
を
行
う
場
合
に
、
必
要
と
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
制
度

を
希
望
さ
れ
る
事
業
所
は
、
�
月　
��

日
�
午
後
�
時
ま
で
に
商
工
振
興
課

（
℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�
）ま
で

��

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

蒜
山
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

実
行
委
員
会
が
開
催
す
る
ツ
ア
ー
を

紹
介
し
ま
す
。

①
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー

日
時
・
場
所　

�
月　

日
�　

午
前

��

　

�
時　

分
ま
で
に
上
蒜
山
ス
キ
ー

��

����������

�������������

����������

�������������

����������

�������������

�����������

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

�������

�������������

支局代表電話番号
（総務振興課）

真庭市の人口

���������	
���
�

����������������

���������������

����������������

����������	
���������	


M A N IWA ��

�
�
�
�
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

国
立
天
文
台
岡
山
天
体
物
理
観
測

所
（
鴨
方
町
）
で
は
、
国
内
最
大
級

の
�
�
� 
㌢ 
反
射
望
遠
鏡
に
よ
る
特

別
観
望
会
を
行
い
ま
す
。
土
星
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
参
加
費

は
無
料
で
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

①
午
後
�
時

��

　
　

分　

②
午
後
�
時　

分　

③
午

��

��

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
イ
ベ
ン
ト

そ
り
作
り
＆
そ
り
滑
り
体
験

たくさんの愛らしいお雛さまとともにお待ちしています

第�
�
回 

落 
合 
梅 
花 
展

 
冬
の
エ
コ
ツ
ア
ー

 
晩
冬
の
蒜
山
を
楽
し
も
う

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
育
成
支
援
事
業

中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す

特
別
天
体
観
望
会

�
�
� 
㌢
の
反
射
望
遠
鏡
で
観
察

日
時　

�
月　

日
�
〜　

日
（
月
・
祝
）

��

��

　
　
　

午
前
�
時
〜
午
後
�
時

場
所　

落
合
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先　

落
合
公
民
館

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

主
催　

真
庭
市
落
合
梅
花
展
実
行
委
員
会

��

町中にお雛さまが飾られる ��日 間

�月 � 日 �～� 日 �

������������	
第
��
回



�� MANIWA

　

中
学
生
が
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
、

家
庭
の
あ
り
方
・
将
来
の
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
発
表
し
ま
す
。今
、

中
学
生
た
ち
が
抱
え
て
い
る
思
い
を

聞
い
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
ホ
ー
ル

　

�
岡
山
県
育
英
会
で
は
、
東
京
寮

（
港
区
高
輪
）の
平
成　

年
度
入
寮
生

��

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

県
内
に
居
住
す
る
世
帯

　

の
男
子
学
生
で
、
平
成　

年
�
月

��

　

に
東
京
都
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
あ

　

る
大
学
（
夜
間
部
を
含
む
）
に
入

　

学
ま
た
は
入
学
志
望
の
方

募
集
人
員　

約　

名
��

提
出
書
類　

①
入
寮
願　

②
履
歴
書

　

お
よ
び
家
庭
調
書　

③
調
査
書　

④
健
康
診
断
書　

⑤　

円
切
手
�
枚

��

受
付
締
切　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

県
教
育
庁
生
涯
学

習
課
内
�
岡
山
県
育
英
会　

℡
�

�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

く
せ
活
き
生
き
サ
ロ
ン
で
ひ
な
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。歌
や
折
り
紙
、

ま
り
つ
き
、
コ
マ
ま
わ
し
な
ど
、
昔

な
が
ら
の
遊
び
を
�
世
代
で
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

日
時　

�
月
�
日
�　

午
前　

時
〜

��

場
所　

く
せ
活
き
生
き
サ
ロ
ン
（
久

　

世
体
育
館
東
隣
）

問
い
合
わ
せ
先　

く
せ
活
き
生
き
サ
ロ

　

ン　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　　

�
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

平
成　

年
春
休
み
国
内
交
流
事
業

��

「
ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
南
の

島
の
文
化
に
触
れ
、
友
情
を
深
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

期
間　

�
月　

日
�
〜
�
月
�
日
�

��

対
象　

小
学
�
年
〜
�
年

申
込
期
限　

�
月
�
日
�

問
い
合
わ
せ
先　

�
国
際
青
少
年
研

　

修
協
会　

℡
�
�（
�
�
�
�
）�

　

�
�
�

　

�
月　

日
�
〜　

日
�
の
午
後
�

��

��

時　

分
〜　

時
ま
で
、露
天
風
呂「
砂

��

��

湯
」
に
�
�
�
本
、
湯
原
温
泉
郷
全

域
に
�
千
本
の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯
さ

れ
ま
す
。幻
想
的
な
世
界
を
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
先　

湯
原
観
光
協
会

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
岡
山
県
郷
土
文
化
財
団
が
、
第

�
回
岡
山
・
吉
備
の
国
「
内
田
百　

文
学
賞
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
方
法

�
未
発
表
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品　

�
Ｂ
�
ま
た
は
Ａ
�
の
原
稿
用
紙
を

　

縦
書
き
使
用
（
�
�
�
字
詰
）

①
長
編
小
説
部
門
�
�
�
〜
�
�
�

　

枚　

②
随
筆
部
門　

〜　

枚

��

��

応
募
締
切　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

�
岡
山
県
郷
土
文

　

化
財
団
事
務
局　

℡
�
�
�
（
�

　

�
�
）
�
�
�
�

歳末助け合い募金の様子 �����

�
岡
山
県
育
英
会

平
成�

年
度
入
寮
生
募
集

��

活
き
生
き
サ
ロ
ン
ひ
な
ま
つ
り

ご
家
族
で
ど
う
ぞ

ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島

ご
参
加
く
だ
さ
い

「
内
田
百　

文
学
賞
」作
品
募
集

ご
応
募
く
だ
さ
い

バ
レ
ン
タ
イ
ン
キ
ャ
ン
ド
ル　

砂
湯

in

湯
原
温
泉
に
ご
来
場
く
だ
さ
い

私
の
主
張
発
表
会

今
、中
学
生
が
訴
え
た
い
こ
と

団
員
募
集

ボ ーイ ス カ ウ ト 真庭第３団
ボーイスカウト真庭第３団では、市内の小学２年～４年（平成１９年４
月１日時点）までの男女の団員を募集しています。  学校とは違っ
た、自然と共に楽しむボーイスカウト活動を体験してみませんか。

■主な活動／社会への奉仕活動・野外活動・募金活動など
■申込期限／�月��日（土）　
■問い合わせ・申し込み先／事務局　光本生郎　℡����―��―����

ス キー大会
真庭市長杯

参加者募集

問い合わせ・申し込み先 　　　　　

蒜山振興局総務振興課
 ℡������������   F AX ������������

　真庭市ではウィンタースポー
ツが盛んです。スキー競技に参加
して交流を深めてみませんか。

日時 � �月��日�　
　受付 �：��～�：��　
　競技開始 �：��
場所 � ひるぜんベアバレースキー場
種目 � ジャイアントスラローム
　小学校低学年、高学年、中学生、
　成年�部（高校生以上～��歳）
　成年�部（��歳以上）の男女
参加費 � 一般�����円 
　小･中学生･高校生���円
申込期限 � �月��日�

問い合わせ・申し込み先

 環境課　℡������������

■
日
時　

�
月　

日
�　

��

　
　
　
　

午
後
�
時
〜
�
時

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

先
着　

名
��

■
持
参
物　

廃
食
油
、空
き
ビ
ン

■
申
込
期
限　

�
月
�
日
�

廃
食
油
の
再
利
用
を
考
え
よ
う

エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り


